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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Sincethe characteristics of visibleand infrared brightness levels of VISSR are affected

by the temperature in the bus of VISSR, debasement of the sensor and electronics circuits

and so on, it is necessary to carry out the calibration processing repeatedly for normaliz-

ing and correcting to maintain the constant quality of VISSR image data. This calibra-

tion processing is carried out once ａ day in MSC Computer System.

　　　In　order　to　evaluate　and　analysis　the　calibrationdata, it is useful to produce the

accumulated calibration data set on magnetic tape for long　period.　The　computer prｏ･

grams to produce this data set were developed.

　　The computer programs have the following functions；

(1) accumulating the calibration data arranged by time･sequence on MT.

(2) extraction and edition of arbitary calibration data from the accumulated data set

　　　and print out the results on line printer.

　　As this data sets are produced routinely on the computer compatible tape in MSC, it

would be able to use for data archiving of calibration data.

1｡はじめに

　VISSR内部の温度変化や可視・赤外センサー，電子

回路の劣化などにより, VISSR画像データの輝度特性

は変化するので, VISSR画像データの品質を保つため

に地上でキャリブレーション処理を行なう必要がある。

　従来，気象衛星センターでは，オソライソ系計算機シ

ステムで，１日１回「VISSRキャリブリーショソ」処理

を行ない，その結果を日単位でオンライン系のラインプ

記の処理を行う計算機処理プログラムを作成し，新たに

ルーチソ業務処理に組みこむことにした。

　（1）キャリブレーション処理結果を時系列に磁気テー

プに累積・保存する。

　（2）（1）で作成された磁気テープより，種々のキャリブ

レーションデータを抽出し，そのデータから定常業務用

にキャブリブレーショソデータ表などを作成・編集す

る。

　また，調査用のため，任意に指定したキャリブレーシ

リソターヘ出力していた。キャリブレーションデータの　　ョソデータを抽出し，時系列的にリストに出力される。

整理やデータの経年変化を調査する場合，日単位のリス　　　作成される累積テープは, VISSRキャリブレーショ

トから必要項目を読みとるのでは不便である。そこで下　　ソデータ累積ＭＴとして長期間保存され，キャリブレ

　＊気象衛星センターデータ処理課, Meteorological

　　SatelliteCenter

＊＊気象衛星セソター管制課, Meteorological Satellite

　　Center

－ション関係の業務で利用される。

　本稿では，これらの処理の概略と実際に出力されるキ

ャブレーションデータの出力形式について述べる。
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2. VISSRキャリブレーションデータ累積の方法

　気象衛星センターのオンライン系計算機システムで行

われる処理結果の多くは，システム出力ファイル(磁気

テープ)(以下SYSOUT MT とする)へ累積され保存さ

れている。　この　SYSOUT MT には各種業務処理のリ

ストデータが混在しており，｢VISSRキャリブレーショ

ン｣処理のリストデータもこのSYSOUT MT に出力さ

れているので，このＭＴより｢VISSRキャリブレーシ

ョン処理｣の結果のみを抽出し，別の磁気テープヘ累積

することにした。

　SYSOUT ＭＴからVISSRキャリブレーションデー

タを抽出する際には，抽出されたデータをそのままの形

式で累積ＭＴに累積するのではなく，後の抽出・編集

処理が容易にできるように以下の変換を行い，累積MT

にキャリブレーション情報を累積することとした。

　(1)｡出力データに日付情報をつける。

　(2)｡出力データをレコード長144バイト，22レコード

で１ブロックとし固定長で累積する。

　(3)｡出力データの制御文字を識別し，22レコードに満

たない時，空白のレコードを入れてブロック化をする。

　(4)｡改頁文字のレコードから，次の改頁文字の直前の

レコードまでを同タイトル領域と判断し，各ブi=･ック識

別コードを新たにつける。

　以上の, VISSRキャリブレーションデータ累積処理
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のフローをFig. 1に示す。
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Fig. I　Flow of VISSR calibrationdata

　accumulation procedure.

　気象衛星センターでは, VISSRキャリブレーショソデ

ータの整理，解析を行っているが，これまでは，毎日出

力されるキャリブレーション処理のラインプリソターリ

ストの中から必要な項目を読みとり，手作業で，データ

表を作成していた。第２節で述べたキャリブレーション

累積ＭＴを用いて，計算機により必要なデータ項目を

時系列的に編集することが可能となるため，キャリブレ

ーションデータの整理，解析を自動的に行なうことが出

来るようになる。

　この時系列的編集・出力処理の処理フローをFig. 2

に示す。

　Fig. 2 の処理で編集，出力されるデータは，通常のキ

ャリブレーション業務で必要とされるものである。その

項目を以下に示す。

　Fig. 3に赤外キャリブレーション関係のデータ表の出

力例を示す。

　赤外キャリブレーション関係の出力項目は以下のもの

である。

　①　ステァケース関係式の係数（βo，β1）

　②　宇宙空間輝度データの輝度レベルCo (Space

Brightness)

　③　黒体シャッター輝度データの輝度レペルCsh

(Shutter Brightness)

　　Calibrati

ﾆ］

Data Accumlation

ダ

〕j Tape

　Time
・言Eト

　Card

　List In Lineprint『

Fig. 2　Flow of VISSR calibrationdata

editionprocedure.
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　可視キャリブレーション関係の出力項目は以下のもの

である。

　①　ステァケース関係式の係数（βo，β1）

　②　宇宙空間輝度データの輝度レペルCo (Space)

　③　太陽輝度データの輝度レペルCan (Sun)

　以上の項目のほか，赤外キャリブレーション変換テー

ブルおよび可視キャリブレーション変換テーブルも出力

するが，それぞれの例をFig. 5 isょびFig. 6に示す。

　これらの規定項目のデータは，指定された時間情報に

FifiT.4　Visible calbration data table.

・・－・蓼－・

黒体放射エネルギーとVISSR電圧値の比（Ｇ）

宇宙空間のVISSR電圧値（Ｖ,）

有効黒体シャター温度（ＴＥ）

黒体シャッター温度(Tsi, Ts2)

― 75 ―

　⑧　VISSRスキャナー温度(Ti, T2, Ts)

　⑨　赤外キャリプレーショソ変換テーブルを更新する

時のテーブル番号(Table ＩＤ）

　Fig. 4 に可視キャリブレーション関係のデータ表の出

力形式を示す。
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Fiff.5　Infrared calibration conversion table。

Fiff. 6　Visible calibration conversion table。
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Fig. 8　Item calibration data picked up in time series.
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したがって時系列的にラインプリンターに出力される。

　一方，特別な場合のキャリブレーション状況の調査の

ためには，通常業務で処理している以外のキャリブレー

ション項目についても編集，出力する必要性が生ずるこ

とも考えられる。

　このため，最大37項目の特定データを時系列的に抽出

し出力する処理プログラムを別に作成した。

　入力データは，通常業務用の場合と同様にVISSRキ

ャリブレーション累積ＭＴである。出力データは，ラ

インプリンター上に, Fig. 8に示されるように特定要素

別に時系列に出力される。抽出指定は，通常業務で抽出

　　　ら

Calibration DataLAccumlation
聊此ｃ Tape

工jist工ｎＬ工NEPR工MEER

Fig. 7 Flow of the procedure to pick

　up the data pointed.

されるデータの他に，可視，赤外キャリブレーション関

係で調査され得る可能性のあるデータを全部網羅してい

る。

　処理フp ―をFig. 7に示す。

　入力指定カードにしたがって，指定項目が時系列に出

力される。

　また，ブロックリスト（キャリブレーションリストの

特定ページに対応）については，全部出力することが可

能である。

　調査用プログラムは，カード入力からの時間情報と，

累積ＭＴの日付ブロックの時間情報を読みとり，この

両者を比較して処理すべきデータ範囲を判定している。

4｡　あとがき

　　VISSRキャリブレーションデータ累積プログラムを

　現業業務で使用することにより，磁気テープ上に｡コンパ

　クトに，長期間保存することが可能となり，また，時系

。列的編集・出力処理によりキャリプレーショソデータの

　整理，解析の効率化，省力化が図れると期待される。

　　なお，今後，Ｘ－Ｙプl=･ッタにキャリプレーショソデ

　ータを時系列に作画させることを考えており，これがで

　きるとさらに利用し易いものになると考えている。

　最後に，プi=･グラムの開発にあたり，いろいろと御助

言をしていただいた松橋史郎データ処理課長，山木孝二

管制課長，及び，北谷茂調査官に深く感謝いたします。
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